





ば、ある場所に行きたい場合、iPhone に搭載された「Siri」や Android に搭載され
た「Googleアシスタント」に話しかけると、行き方や経路をすぐに答えてくれる。





　「第三次 AI ブーム」と言われるように、AI 技術は、いま社会の様々な場面で実





確率は 2 ％程度であるのに対して、人間が間違える確率は 5 ％となっている（AI



















































































































































答えに至ったかは人間には想像できない。AI の活用や、人間と AI の協調作業を
進めるためには、ブラックボックス問題がその阻害要因の一つになっている。厳密
性と正確性を求める現場には「説明可能な AI」（Explainable AI）が必要である（AI































柄に対しては対応できない。AI は 0 から 1 を生み出すことができず、想定外や未
知の現象には無力である。
　次に、AI は過去と相関性の低い現象に対しても力が弱い。つまり、AI は 1 から










できるが、AI は無理である。人間の知性と AI の知能は異なるものである。
3 ．3 　汎用 AI の難しさ
　音声認識や顔認識など特定の分野での AI は、すでに人間と同等か人間を超える
能力を実現している。このような現象から「AI は万能だ」と考えている人々もい





AI は、「特化型 AI」あるいは「専門 AI」と呼ばれる。汎用 AI と専門 AI の対比
を、米国の哲学者 John Searle が「強い AI」と「弱い AI」と呼んだことがある。
彼は強い AI の実現を否定している（情報通信白書 2018：42-45）。












































　コールセンターの業務では AI を活用するようになっている。だが、AI は、個
人間の信頼が必要とされる場面や、顧客の表情や様子を考慮しながら対応を柔軟に
変えて行くような高度なコミュニケーションが苦手である。三井住友海上は営業職

































































































































































「イーオのごみ分別案内」を2018年 4 月 1 日から稼働している。
　AI 技術を活用した対話形式の「イーオのごみ分別案内」は、NTTドコモと共同































































































AI システムを用いている。ローンや融資の審査にも AI が導入されている（朝日新


















































































































　しかし、AI は万能ではない。現在の AI には技術的な弱点がある。第 1 に、ブ
ラックボックス問題である。AI の思考モデルは不透明であり、なぜそのような結























前提としての基礎知識が「AI リテラシー」である。AI リテラシーとは、AI を基
盤にして出来ることと出来ないことは何か、人間社会をどう進化させるかという知
恵を巡らせる力であり、AI に対する活用も制御も深めるための能力である。
　未来を創る原点は、発明やイノベーションなどの価値創造である。AI は 1 から















（2019年 4  月25日閲覧）
4 ） 　「マイシティレポート」（MyCityReport）のシステム機能に関する詳細説明などにつ
いては、千葉市の Web ページを参照されたい。https://www.city.chiba.jp/shimin/shi
min/kohokocho/chibarepo_kyoudoukenkyu.html（2019年 4  月25日閲覧）




7 ） 　富士通社がさいたま市などの自治体のために開発したシステム「AI を用いたマッチ
ング技術による保育所入所選考」については、次の Web ページを参照されたい。
http://pr.fujitsu.com/jp/news/2017/08/30.html（2019年 4  月25日閲覧）
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